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『八千頌般若』の一切智

sarvajna,sarvajnatva,sarvajnata

けじめに

渡辺 章悟

インドの宗教では, 最大の目的である解脱が，常に智慧の働きと結び

つけて考察される。その意味では智慧の解明こそが解脱の鍵であるとも

言えるのである。その智慧にはさまざまな概念があり，それぞれの宗教

は独特の智慧の観念を有しているが，「最高の智慧を持つ聖者ぱ すべて

の智慧を持つ者”（sarvajna一切智者）である」という観念については，お

およそ一貫している二 仏教文献でも最高の聖者がsarvajna 「一切智者」

「全知者」であり，その最高の智を意味する語がsarvajna-,sarvajnata-

［一切智 レ|生］，全知［性］」，あるいはsarvajna づnana-「一切智智，全知

者の知」と言われる。しかし，サンスクリット・テクストにはこれらに

対する類語も幾つか見られるし，漢訳語の厳密な対応もいまだ確立して

いるとは言い鄭い。

それというのも「 ・切智［性］］「sarva」na-,sarva」nata-)が大乗に至っ

て三乗思想と結びついて三智に発展したため，一一切智の意義と用法が大

きく変化したことが最大の原因であるだろう。

大乗の教理から見ると，「一切智」は仏智としての雌高の智慧であると

同時に，三乗に対応する三智の一つとして，声聞・縁覚二乗の智慧でも

ある。つ まり，初期仏教から用いられてきた仏智という意味と，大乗経

典の中で発達した仏智以前の智（二乗の智）という二義である。このよう

な両義を持ちながら，それが同一経典に混在しているため，ややもする

と一切智の解釈に混乱がもたらされることとなる。また，そのこと自体
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が明確に意識されてもいないため，一切智は三糾の基礎という意味で非

常に重要な概念でありながら，その理解も必ずしも十全とは言い難く，

三智と一切智の再検討が必要と考えらるっ

筆者はこのような大乗の智慧の思想を三智を視座に据えながら考察す

る準備を整えているが，その全休の検討を行なう前提として，大乗の先

駆的経典である『八千頌般若』におけるー-う

一切智の概念とその展開について明らかにするつもりであるで

I 。一切智の原語

『八千頌般若』とその漢訳諸本の中で一切智に関わる語を検討すると，

おおよそ時代を追って智に関する語が次第に増加してゆく傾向が指摘で

きる。このことは，般若経の中で智慧への思索が次第に深 まってゆく経

過を如実に物語るものなのである。

実際，『八千頌般若』における一切智の原語に関わるものには，以下の

五種がある。なお，括弧（ ）中の数字は使用頻度を示す。1.sarvajna

「一切智者」剛2.sarvajnatvaf

一切智者の本質」（10)3.sarvajnata

「一切智者性」（約150)4.sarvajna-jnana-

（一切智者の知I(34 ）5.sarvajnanaT

一切［智者の］智慧」（1）

最初のsarvajna は ト 溜 智の）という形容詞，あるいはそれが転化し

て「一切智者」 という仏陀の異名を表わす名詞となったものである。本

経でも一切智者として用いられている。

第二のsarvajnatva はこのsarvajna にtaddhita 接尾字 一tvaを付加

したものであるから，ト 一切智者という性質」を意味する中性名詞であり，

第三のsarvajnata は同じくtaddhita 接尾字 一咀 を付加した女性名詞で

ある。この両者はGender の相違以外は同義であって，一切智者の本質，

あるいは一切智者の性質という意味である。

さらに，第四のsarvajna-jnana- はsarvajna に中性名詞 丿nana を加

えたものであるから，ト・切智者の知］という意味である。第五のsarva-
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jnana- は「一切の知」であるが，おそらく第四の「一切智者の知」のこ

とを述べたものと考えられる。

この中で最も一般的な一切智の原語は第三のsarvajnata である。この

語は現存のAS には百数十例見られる。次いで多いのが第四のsarvajna-(:
いjnana

の34例で に のうち半数の17例は第二現観mar 副nata-adhikarah に見ら

れる), 次に多いのが第二のsarvajnatva の10 例である。第一のsarvajna

と第五のsarvajnana はAS にはただ一件のみのきわめて例外的なもの

である。

しかも，最後のsarvajnana （一切［智計］の知）は，文脈からも，チベ

ット語訳(thamscadmkhyenpa'iyeshes ）から考えてもsarvajna-jnana

と見なすべきであるでBuddhistSanskritTextsSeries の中に本経（AS ）

を刊行したp.L.Vaidya も，その校訂本で，この語をsarvajnajnana

と修正しているように，w 本の書写ミスと考えられるづ 従って，この語

は第四のsarvajna-jnana に含めて考えてよいだろう。

ただし,sarvajna うfiana- は「一切智者の知」であるから，ト一切智」

の原語として厳密にいうならば,sarvajnata ト 切智者性）と,sarvajna-tva

ト 切智軒の本質）と，例外的なsarvajna ト 切智者）の三つと言うこ

とになる。

ところで，漢訳で「 一切智」といっても，その原語がsarva 」na(-ta,－tva

）であったのか，sarvajna-jnana であったのか判然としない。漢訳は

訳出年代に八百年もの幅があり，その間の思想的発展が顕著に見られる。

このことこそがこの語がAS 系列の経典の内部で発展してゆくことを明

示する根拠となる。その状況を明らかにすることは，筆者の今後の課題

でもあるが，本稿で扱うのは「一切智」に対応する1 から3 までの語と

する。

最初に使用頻度の低い 第一のsarvajnaf 一切智者」と第二のsarvajna-tvar

一切智者の本質］とを纏めて検討してみる。

n.sarvajna とsarvajnatva1.

仏陀の異名
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仏教においても一切智者（sarvajna）はブッダ（buddha)，あるいは如来

（tathagata) の異名として考えられていたが，それを明示する用法が『八

千頌般若経』（AS ）の中にも指摘できる。それが以下の1）から4）まで

の例文である。

これらの例文は共通してsarvajnatvaF 一一切智者の本性」がtathagata-tva[

如来の本性」などと並記されるが，この形式にはAS の唯一の例で

あるsarvajna[ 一切智者」も含まれ，残りはすべてsarvajnatva である。

なお,sarvajnatva はAS 全体で10 例あるのだが，そのうちの7 例がこ

の形式によるものということになる。最初の例文1）にはsarvajna とsar-vajnatva

が含まれる。

1) 「しかし， スブーティよ，どのようにして，この般若波羅蜜は不可

思議なはたらきによって現われているのかというと［kathamcasubhute'cintya-krtyeneyamprajnaparamitapratyupasthita),

スブーティよ，如来の

本性，ブッダの本性，自ら生ずる者の本性，一切智 者の本性が，不可思

議であるからである（acintyarphisubhutetathagatatvambuddhatvamsvayambhutvamsarvajnatvam

）。このようにして，スブーティよ，この般

若波羅蜜は不可思議なはたらきによって，現われているのである。

実に こ れ（はたらき）は心によって思議することができない。それは

なぜかというと，それについては，心とか，意志（思）とか，心理作用

（'L-所）とかいうものは起こらないからである。

スブーティよ，またどのようにして，この般若波羅蜜は無比 のはたら

きによって現われているのか，スブーティよ，如来の本性，ブ ッダの本

性，自ら生ずる者の本性，一切智者の本性（sarvajnatva)は，思議するこ

とも，較べることもできない（nasakyam …cintayitumvatulayitumva ）。

そのように，スブーテ ィよ，この般若波羅蜜は無比のはたらきによって

現われているのである。［中略］如来の本性，ブッダの本性，自ら生ずる

者の本性，一切智者の本性(sarvajnatva ）が，無量の(aprameya) もので

あるからである。［中略］如来の本性，ブッダの本性，自ら生ずる者の本

性，一切智者の本性（sarvajna七va）が，無数の（asamkhyeya) ものである

からである。［中略］また，どのようにして，この般若波羅蜜は並ぶもの
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なきはたらき（asamasama-krtya ）によって現われているのか。スブーテ

ィよ，如来，阿羅漢，正等正覚者，自ら生ずる者，一切智者には等しき

ものがないのであり(nastisubhutetathagatasyarhatahsamyaksambud-dhasyasvayambhuvahsarvajnasyasamah),

まして，よりすぐれたものは有

り得ない。そのように スブーティよ，この般若波羅蜜は並ぶものなき

はたらきによって現われているのである。レ

この引川文は，「般若波羅蜜は偉大で，不可思議，無比の，無量の，無

数の，並ぶものなきはたらきによって現われている」というスブーテイ

の見解に対して，ブッダが認日fを与え，さらに「どのようにして，この

般若波羅蜜は不可思議等のはたらきによって現れているのかというと，

如来の本性，ブ ッダの本性，自ら生ずる者の本性，- 一切智者の本性が不

可思議等であるからである］云々と解説を加えるところである。

それによれば，如来や一切智者の本性は不可思議で，無比の，無量の，

無数の，並ぶものなきものであり，そのはたらきと回しように，般若波

羅蜜が現れるのである。い わば般若波羅蜜は一切糾者の本性，すなわち

一切切に連動しているのである。

また，この引川文の以後には「スブーテイよ，阿羅漢，如来，正等覚

者，自から生ずる者，- 切智者には(sarvajnasya ）に等しきものがないの

であり，ましてや，［彼らより］すぐれたものはあり得ないのである」と

している。この筒所のように 例外的ではあるがご 一一り]・IV一者（sarvajna-）

は，如来 くtathagata）,ブッダ(buddhatva へ 正等覚者（samyaksambud-dhatva),

自ら生ずる者（svayambhu ）の異名として用いられる。そして，

その本質を表すのが，それぞれ,sarvajnatva,tathagatatva,buddha-

七va,samyaksambuddhatva,svayambhutva という聖者の本質を示す概

念である。

以下の2) から4）も，この1)の形式と，おおよそ同一の章句を含む。2

）sthavirahsubhutiraha/kimpunarbhagavamstathagatatvamevacintyamatulyamaprameyamasamkhyeyamasamasamamevambuddhatvamevasvayambhutvamevasarvajnatvameva-tulyamaprameyamasamkhyeyamasamasamam

（p.571,/。14)
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3 ）evamcarambhagavanbodhisattvomahasattvahsarvesamsravaka-yanikanampratyekabuddha-yanikanamcapudgalanamcaryamabhibhavatianabhibhutamcasthanampratilabhate//tatkasyahetoh/anabhibhutamhibhagavanbuddhatvamtathagatatvamsvayambhutvamsarvajnatvam//

（p.791,1.15）4

）tatkasyahetoh/anabhibhutamhisubhutebuddhatvamtathagatatvarnsvayambhutvamsarvajnatvam/

（p.792,1.2)

以上の1）から4 ）には「如来の本性，仏陀の本性，自ら生ずる者の本

性，一一切智者の本性」（tathagatatvambuddhatvamsvayambhutvamsarva 一jnatvarn)

というsarvajnatva のよ記表現を含むことが共通している。

これらに対応する漢訳諸本を見ると.1) と2 ）の例はすべての漢訳に対

応箇所があるが，3) と4）の例では『道行』『大明度』『小品』という古い

訳本には対応筒所が存在しない。1

）,2）を参考にしてブッダの異^, を照合すると，サンスクリット本はtathagatatvambuddhatvarnsvayambhutvamsarvajnatvam

の四種類あ

るが，『道行』は簡潔に「惧薩阿姻・無師・薩芸若」と訳してぃる
こ これ

はそれぞれtathagata（tva>,svayambhu （tva),sarvajna(tva）に相当するが，

この巾にはbuddhatva の漢訳語がないり『大明度』も同様に常に「如

来・無師・一 漕々 」と訳ずレ 一方，『小品』は「如来法・仏法・自然法・

‥州 智 人法」とし
二buddhatva

（仏法）を含む。『仏母』も「如制 去・佛

法・自然智法・一切智法」，あるいは「佛性・如来性・自然智性・一切智

性」 と訳出レ ヅ 四つ の異名 を備えたサンス クリット本に一致する。

一方，『人般若経』では『第三 会』『謂諸如来・底・正等覧 ・所有佛

性・如来性・自然促性・一切智性皆不可思議寸 √寸第四会』『如来・庖・

正等畳・所イ湊 性・如来性 ・自然畳性・一切智性JTIr 第五会』は「如

来・庖・正等畳・所有佛性 ・如来性・自然畳性・一切智性」，あるいは

「 一切如来・感・正等畳・所有佛法・如来法・自然畳法・一一切智法」とす

るように，サンスクリ ット本よりもさらに多くの仏陀の別称を規則的に

併記する犬

以上からわかるように1 ）,2）によれば，漢訳は訳出年代が新しくなる

につれて，次第にブッダの異名が増加する。また,3 ）,4）によれば，古い
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漢訳にはそれらの相当箇所そのものが見られない。おそらく，羅什訳

『小品』(408年訳）迄はこ れらの記述は存在しなかったのであろう。しか

し，少なくとも，仏性の異名としてのsarvajnatva は,tathagatatva,svayambhutva

と並記され，その最初期の支婁迦謙r 道行』(179-180年訳）

から認められていた占い学説であったことが確認できる。

2. 修行階梯（,humi ）のーつとしてのsarvajfiatva

以下の引用文は，大乗特有の修行道法を喧伝している文脈であるが，

ここにブッダの本性（budddhatva) の異名として，一切智者の本性（sar-vajnatva)

が，修行の階梯の一つとして言及されている。この中にsarva 一jnatva

が二例見られる。

「そのように学ぶ菩薩摩詞薩は，預流果，一来果，不還果，阿羅漢の

本性，独覚の本性，ブッダの本性（仏性）について学ばない。しかも，

これらの階位について学ぶものこそブ ッダの本性，あるいは一切智

者の本性 ト 切智性）について学ぶことになる。およそ，ブッダの本

性，あるいは一切智者の本性について学ぶものは，無量，無数のブ

ツダの教えについて学ぶのである。」evamsiksamanah

…bodhisattvomahasattvonasrotaapatti-phalesiksatenasakrdagami-phalenanagami-phalenarhattvesiksatenapratyekabuddhatvesiksatenabuddhatvesiksate/yaasu'bhu-misusiksatesabuddhatvesarvajnatvevasiksate/yobuddhatve

sarvajnatvevasiksateso'prameyesvasarnkhyeyesubuddha-

dharmesusiksate/{AS,p.166,/.24-P.167,1.7)

この文章に対応する漢訳は，以下のようになる。

「菩薩作是學者。為不學須陀涅斯陀含陀那含阿羅漢肺支佛道。為學佛

道。為學薩芸若道。作是學者。為學不可計阿僧祇経巻。」(『道行』∩

「営 作 是 學 。 如 是 學 不 學 溝 港 頻 束 不 還m 儀 縁 一 畳 道 。 作 是 學 者 為 學 一
一

切 智 出 於 諸 法oj （r 大 明 度卜ir ’-

「菩薩摩詞薩作是學者。為不學須陀涅斯陀含阿那含阿羅m 牌支佛道。

是菩薩為學薩芸若。作是學者為學不可計阿僧祇法oJ（r紗経丿卜

「菩薩如是學者。不學須陀涅果斯陀含果阿那含果阿羅漢果賄支佛道。
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若不學是地[I 名學佛法學薩婆若。若學佛法學薩婆若。則學無星無

逞佛法。」（『小mi,1'

このサンスクリット文の例をそのまま解釈すれば，預流果，一来果，

不還果，阿羅漢の本性という声聞の聖者と，独覚の本性，さらにブッダ

の本性（イム性）を順に言及し，さらに「ブッダの本性，あるいは一切智者

の本性について」(buddhatvesarvajnatveva ）と並記されるのであるから，

一切智者の本性（sarvajnatva）はブッダの本性(budddhatva) の同義語と

して述べられているのである。漢訳でも『小品』の［恂法を学び，薩婆

若を学ぶ］という川法を見ると，両者の区別はないように思われる。

ただし，漢訳諸本のうち，buddhatva に相当する訳語は『大明度』と

『紗経』には見られない。しかも『紗経』は，「菩薩摩mm であって，こ

の学を作す者は，須陀涅などの四果と肺支仏などの修行道を学ばない。

この菩薩こそが＜薩芸若＞を学ぶという」のであるから，ブッダの智慧

というより乱 より明確に大乗の特色である菩薩にふさわしい智慧とし

て，「 一切智」を考えていた可能性がある。求めるべき附位を菩薩とブッ

ダとで明確に区別していたとまでは言えないが，少なくとも，一切智を

仏智と同じように大乗の求むべき最高の智慧と考えていたことは明らか

である。

なお，サンスクリット本のbuddhatva などの階位について，ハリバドラ

の解釈(AAA) によれば，「これらの階位とは八［人］などの地であ り，

煩悩〔障〕・所知障を断滅する区別によって，ブッダの本性，あるいは，

一切智者の本性についてという二つが述べられる」（asubhumisviti.asta-makadi-bhumisu.kle

§a-jneyavarana-prahana-bhedenabuddhatvesarvajnatvevetidvayamuktam.

∩ 七 明確に区別する。ハリバドラのいう二つとは，仏

性と一切智性ではなく，八人地などの声聞の聖者の位と，仏性 と一 切智

性とい う聖者の位の区別を述べたものと考えられる。そうであれば，buddhatva

とsarvajnatva は同じ最高位と考えられていたことは明らかで

ある。

このように「一切智者性」「sarvajnatva) は大乗の実践の階位として，

仏性あるいは仏道と同義に考えられていた。それは『道行』をけじめと

して，漢訳諸本にも見えることから，ト・切智者性」（sarvajnatva)は道行
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系の初期から最終的な修行階梯として確定していたと言える。

3. 般若波羅蜜の定義としてのsarvajnats'a

以下の用例は 第七章［地獄品］の冒頭で，シャーリプトラ［舎利子］

が自身に生じた般若波羅蜜についての見解を世尊に申し|こげ，世尊から

認可を得るという場面である。それは主に般若波羅蜜の定義を述べる教

説であるが，この中にsarvajnajnana とsarvajnatva とsarvajnata の

三つの語（下線部）を見ることができる。なお，波線については，次節で

検討するsarvajnata の定義と関連するために施してある。

［舎利子］「世尊よ，般若波羅蜜とは一切智者の知「sarva」najnana）を

成就するものです。世尊よ，般若波羅蜜とは一切智者の本性(sarva-

jnatva) です」

［世尊］「そのとおりである，シャーリプトラよ。 まさに汝の言うと

おりである。」

［舎利子］「僕啓よ，般若波羅蜜は光輝を与えるものです。世尊よ，

私は般若波羅蜜を礼拝いたします。世尊よ，般若波羅蜜は礼拝され

るべきです。世尊よ，般若波羅蜜は汚されていません。lit尊よ，般

若波羅蜜は世界のすべてのものによって汚されることがありません。

世尊よ，般若波羅蜜は光明を与えるものです。世尊よ，般若波羅蜜

は，三界のすべての暗黒を除くものです。世尊よ，般若波羅蜜はす

べての煩悩と邪見の暗闇を除くものです。世尊よ，般若波羅蜜は拠

り所とされるべきものです。世尊よ，般若波羅蜜は，最高のはたら

きをなすものです。世尊よ，般若波羅蜜は，悟りの助けとなる要素

（菩提分法）に幸礼|を与えるものです。世尊よ，般若波羅蜜は盲目の

有情に光を与えるものです。世尊よ，般若波羅蜜はすべてのおそれ

と悩 みを除去する光を与えるものです。世尊よ，般若波羅蜜は五眼

を備え，すべての有情に道を示すものです。…［中略］・‥ 般若波羅

蜜 は 間 違 っ た 道 に 入 り こ ん だ 有 情 た ち を ［ 正 し い ］ 道 に 導 く も の で

ー一一-- 一一一一- 一一一一一一一一-- 一一一一一一一一--- 一一一一一一一-- 一一一一一一一一一一一一- 一一一一一一一一一一一一一一一一一

す
。
世 尊 よ

，
般 若 波 羅 蜜 は ま さ に 一 切 智 者 性 で す （sarvajnata)

。
世 尊

よ，般若波羅蜜は，すべての煩 悩と所知という障害の習気（習慣

-
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せないのです。世尊よ，般若波羅蜜は，いかなるものをも消滅させ

ることのないものです。世尊よ，般若波羅蜜は生じたものでもなく，

滅したものでもないのです。 川皐よ，般若波羅蜜は，自分の特徴を

欠いていることによって，菩薩・摩詞薩たちの母なのですO ●丿●［巾

略］… 世尊よ，般若波羅蜜は輪廻を対治するものです。世尊よ，

般若波羅蜜は，永久不変なものでないからあらゆるものの自性を直

観するものです。世尊よ，般若波羅蜜は，ブッダ，世尊たちの三転

十二,行相の法輪を転ずるものです」(AS,pp.379-38n∩

上記のように先ず，シャーリプトラは「般若波羅蜜とは一切智者の知

を成就するものであり（sarvajna-jnana-parinispatti）,一切智者の本性であ

る(sarvajnatvam) 」 と い う 般 若 波 羅 蜜 の 定 義 と も い え る 重 要 な 教 説 を 述

べ
，
こ れ を 世 尊 が 是 認 し て い る

。

以 下
，
シ ャ ー リ プ ト ラ の 般 若 波 羅 蜜 に つ い て の 見 解 が 続 く

。
す な わ ち

，

「 般 若 波 羅 蜜 は 光 輝 を 与 え る も の で あ り(avabhasakari), … ［ 中 略 ］ ・‥

叩 違
っ
た 道 に 入 り こ ん だ 有 情 た ち を ［ 正 し い ］ 道 に 導 く も の で あ り

，

一一一一一一- 一一一--- 一一一一一-- 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一- 一一一一一一一一一一一--- 一一一一一一

一 切 智 者 性 で あ り （sarvajnata ）, す べ て の 煩 悩 と 所 知 と い
う 障 害 の 習 気

（習慣）との結合を断っていることによって，すべてのものを生じさせな

いものである」云々といい，最後に「ブ ッダ，世尊たちの三転十二行相

の法輪を転ずるものである」と述べる。

このように，ここにはsarvajna-jnana-,sarvajnatva,sarvajnata とい

う三つの原語が登場するが，すべて般若波羅蜜との関連で述べられてい

る。

最初のsarvajna-jnana-( 一切智者の知）は,AS 全体では34 件ある用

例の一つであるが，この例ではparinispatti が後続する。このparinis-patti

はchange,turninto （変える，変化する）という動詞pari-nis-PAD

から派生した名詞であり，変化，成就，完成という意味であ るから，prajnaparamita

は一切智者の知へと変化，完成［させるもの］という意

義なのであろう。その意味では般若波羅蜜は一切智の本性（sarvajnatva）

とも言えるのである。これが第二のsarvajnatva である。

この語（sarvajnatva) はAS 全体でlO 例とわずかであり，後述するよ
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うに，原 則とし て敢 えて中性 の抽象 名詞 とし て言 及するこ とが必 要 な場

合以 外は用い られない。

第三のsarvajnata はAS で 最 も一般的 な一切智 の原語であ る。 この語

について は次 章で検 討す ることにし て，上 に引用 したサ ン スクリ ット 文

に対 応するチベ ット語 訳， 漢訳諸本を比較してみたい。

まず， 一般的 にサ ンス クリット 本と よく対 応す るチベ ット 語訳か らみ

てみ る。 そこで 下線 部の一 切智 に関する三つ の 原語に対 応す る箇所 だけ

を，抜 き出して みると，

「世尊 よ，般 若波羅蜜は 一切 智者の知の 成就(thamscadmkhyenpa'iyeshesyongssusgrubpa:sarvajfia

丿nana-parinispatti）な ので す。世 尊よ，

般若波羅 蜜は一切智者の本性（thamscadmkhyenpanyid:sarvainatva ）

なのです」あ るいは，「般若波羅 蜜は 一ヽ切 智性 （thamscadmkhyenpanyid:sarvajnata

）な のです」

とあ る。 また，波線 の箇所 は「般若波羅蜜 は，「すべ ての煩悩 と所知 とい

う 障害の習慣 との結 合を断って いる ために，す べて のもの は生 じないの

であ る」(shesrabkyipharoltuphyinpaninyonmongspadangshesbya'isgribpa'ibagchagsdangmtsamsspyorbathamscadspongpa'isladduchosthamscadmiskyedpalagsso)

」 と なっている二 こ のように形式 も内 容も

ほぼサ ンス クリ ット に一致 している ので，テ ク ストの発 達段 階も成 立の

年代 もお およそ同時代といって良 い。

続いて 漢訳 は，こ れら とは大 きく相違す るので， 煩をい と わず対応箇

所をそのま ま引用してお く。

『道行』「泥梨品 第五」（No.244,440b)

舎 利 弗 白佛 言。般 若波 羅蜜者多所 成。 天中天。 因般 若波 羅蜜無 不得

字者。 天中 天。 般 若波 羅蜜 為 極照明。 天中天。 般 若波 羅 蜜為 去冥。

天中天。 般若波羅蜜 為無所著。 天中天。 般若波 羅蜜為 極尊。 天中 天。

無目 者。 般 若波 羅蜜為 作眼目。 天中 天。 其迷 惑者。 般若 波羅蜜 悉授

道路。 天中天。薩芸 若者。即 般若 波羅蜜是。 天中天。般 若波羅 蜜者。

是菩薩摩詞薩母。天中天。無所生無所滅。即般若波羅蜜是。天中天。

具足三合十二法輪。為韓是般若波羅蜜。天中天般若波羅蜜其困苦者

悉安隠之。天中天。般若波羅蜜。於生死作護。天中天。般若波羅蜜。
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於一切法悉皆自然。

『大明度』「地獄品第六」(No.245,487b）

秋露子自佛。明度道弘普人景慧。 天中天。自賜明度無極。天中天。

行寂無禄去冥示明。巍巍至尊無不成熟。天中天。無目惑者授道慧眼。

無生無滅。苦者得安悉人無想。明度慧門大士之母。抜生死根大神已-

足。三合十二特明度。天中天。

『紗経』「地獄品第五」（No.246,522a）

舎利弗白佛言，般若波羅蜜者多所成。天中天。因般若波羅蜜。無不

得字者。天中天。般若波羅蜜為極照明。天中天。般若波羅蜜為去冥。

天中天。般若波羅蜜者無所著。天中天。般若波羅蜜為極尊。天中天。

無目者般若波羅蜜為作眼。天中天。其迷惑者。般若波羅蜜悉授道路。

天中天。薩芸若者即般若波羅蜜是。天中天。般若波羅蜜者是菩薩摩

詞薩母。天中天。無所生無所滅即般若波羅蜜是。天中天。具足三合

十二法輪為韓是般若波羅蜜。天中天。般若波羅蜜其困苦者悉安隠之。

天中天。般若波羅蜜於生死作護。天中天。般若波羅蜜於一切法悉皆

自然。（ほぼ遊行と一致）

『小品』「泥梨品第八」(No.227,549c)

爾時舎利弗白佛言，世尊是般若波羅蜜。佛言。是般若波羅蜜。世尊。

般若波羅蜜能作照明。世尊。般若波羅蜜所座敬錯。世尊。般若波羅

蜜能輿光明。世尊。般若波羅蜜除諸闇冥。世尊。般若波羅蜜無所染

汚。世尊。般若波羅蜜多所利益世尊。般若波羅蜜多所安隠。 世尊。

般若波羅蜜能典盲者眼。世尊。般若波羅蜜能令邪行者入正道。世尊。

般若波羅蜜即是薩婆若。世尊。般若波羅蜜是諸菩薩母。世尊。般若

-
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波羅蜜非生法者非滅法者。世尊。般若波羅蜜具足三韓十二相法輪。

世尊。般若波羅蜜能為孤窮者作救護。世尊。般若波羅蜜能滅生死。

世尊。般若波羅蜜能示一切法性。

『仏母』「地獄縁品第七」(No.228,613b)

爾時尊者舎利子白佛言。世尊。般若波羅蜜多出生一切智智。一切智

性即般若波羅蜜多耶。佛言舎利子。如是如是。如汝所説。舎利子復
一
白佛言。世尊。般若波羅蜜多所唐敬噌。般若波羅蜜多所唐尊重。般

若波羅蜜多是大光明。般若波羅蜜多清浄無染。般若波羅蜜多廣大照
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曜 。 般 若 波 羅 蜜 多 価 三 界 相 即 三 界 性 。 般 若 波 羅 蜜 多 為 清 浄 服 。 能 照

一 切 畑| 係染 法 。 般 若 波 羅 蜜 多 是 所 依 止 。 般 若 波 羅 蜜 多 是 無 上 法 。 般

若 波 羅 蜜 多 廣 掃 一 切 菩 提 分 法 。 般 若 波 羅 蜜 多 為 大 法 矩 。 普 照 世 間 一

切 闇 瞑 。 般 若 波 羅 蜜 多 是 無 所 畏 。 能 救 一 切 怖 畏 衆 生 。 般 若 波 羅 蜜 多

是 即 五 眼 。 能 照 一切 世 出 世 道 。 般 若 波 羅 蜜 多 為 智 慧 光 。 照 破 一一切 岩

闇 等 法 。 般 若 波 羅 蜜 多 為 諸 導 首 。 引 示 衆 生 趣 入 聖 道 。 般 若 波 羅 蜜 多--

一一一一一一一一一一一一一一----一一一一一一一一--一一一一----一一一一一一一
是 一 切 智 蔵 。 普 描 煩 悩 等 障 為 作 断 滅 。 般 若 波 羅 蜜 多 是 無 生 法 無 滅 法 。

無起法無作法。般若波羅蜜多自相本空。般若波羅蜜多是諸菩薩母。

般若波羅蜜多為諸法眼。照明諸佛所有十力四無所畏。般若波羅蜜多

是所依恬。能救一切無依衆生。般若波羅蜜多是安楽法。能断衆生生

死苦悩。般若波羅蜜多能示諸法真賓自性。般若波羅蜜多隨順法相。

圓港三韓十二行輪。世尊。般若波羅蜜多有如是等種種功徳。

『大般若経』「第三分」［地獄品第十］（大正7,No.220,576b-c ）

爾時舎利子白佛言。世尊。甚深般若波羅蜜多能作照明。畢竟浄故。

皆庖敬鐙。諸人天等所欽重故。無所染著。世間諸法不能汚故。遠離

一切三界醤眩能除煩悩諸見闇故。最鶏」こ首。 於一切種菩提分法極尊

勝故。能作安隠。永断一切驚恐逼迫災横事故。能施光明。損受諸有

情令得五眼故。 能示中道。令失路者離二逞故。善能皆生一切智智。

永断一切煩仮相績井習気故。是諸菩薩摩詞薩母。菩薩所修一切佛法

従此生故。不生不滅自相空故。脱一切生死。非常非壊故。能焉依怯。

施諸有情諸法貨故。能成圓満如来十力。一切他論不能屈故。能韓三

韓十二行相無上法輪。

『大般若経』「第四分」「地獄品第七」（大正7,No.220,798c ）

爾時舎利子白佛言。世尊。甚深般若波羅蜜多。営知即是一切智性。

善能成辨一切智智。爾時佛告舎利子言。如是如是。奸|汝所説。時舎

利子復白佛言。甚深般若波羅蜜多。能作照明皆唐敬鐙。世間諸法不

能染汚。能遣昏群能登光明能施利安恒協上首。俳諦盲者作浄眼目。

俳渉闇徒作明燈矩。引失道者令人正路。即諸法性即薩婆若。示一切

法無滅無生。是諦菩薩摩詞薩母。無依護者鴬作依護。能除一切生死

苦悩。開示諸法。無性鴬性。能令諸佛具特三韓十二行相無上法輪。

『大般若経』「第五分」「地獄品第八」（大正7，No.220,883b）
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爾時佛告舎利子言。如是如是。時舎利子。復自佛言。如是般若波羅

蜜多。能作照明皆m 敵噌。世間諸法不能染汚。能除競闇能殺光明。

能施利安能鴬導佇。叫諸盲者作浄限目。典渉間徒作明燈矩。引失道

者今人正路。穎諦法性即薩婆若。示一切法無滅無生。是諦菩薩摩詞

薩母。能令諦 併 三韓仁 行相無上法輪。

以上のように漢訳ではw 大般若』「第四会」と『仏母』は比較的よく

サンスクリット本に対応するが，それ以外はかなり相違がある。特にサ

ンスクリット本は，冒頭にシャーリプトラが，「吐尊よ，般若波羅蜜とは

一切智者の知の成就であり，一一切智者の本性です」 と言い，これに対し

てブッダがそれを認「Ifする場面も存在するが，この部分が『小品』以前

の訳では対論形式になっていないし，内容の相違も甚しい。

例えば，最古の訳である『道行』の冒頭は，「般若波羅蜜は多くの成ず

る所なり。天中人よ，般若波羅蜜に因って，字（う）むを得ざる者なし」

（般若波羅蜜者多所成, 天中天，因般若波羅蜜無不得字者）と読める
二 このよう

に，『道行』は対論ではなく，ブッダに対するシャーリプトラの一方的発

言となっているし，内容上もsarvajna-jnana-parinispattirbhagavanprajfiaparamita,sarvajnatvambhagavanprajnaparamita

に対応する訳

文とは言えない。また，『紗経』もF 道行』とほぼ全同であることを考え

ると，r仏母』や『人般若』「人四会」の「一切智性」「sarva」natvam）を

介む最初の節はもともと欠けていたと考えるべきであり，この漢訳には

別の原語が想定されよう。

『大明度』はこの二つの訳よりさらに簡潔である。冒頭は「明度の道

は弘くして，普く景慧に入る」（明度道弘普入景慧）とでも読むのであろう

か。この原語は後続の点線で示した「間違った道に入りこんだ有情たち

を［］正しい］道に導くもの」（utpatha-prayatananisattvanammargavatara卵

と近いようであるが，少なくとも現存のサンスクリット本の冒頭箇所に

は一致しない。

『小品』は舎利弗とブッダとの対論とはなっているが，サンスクリッ

ト本とは異なり，この般若波羅蜜が繰り返されるのみで，やはりsarva 一jna-jnana-parinispattir

とsarvajnatvarn については訳されていない。

一一方，『大般若』［第四会］はシャーリプトラの言葉として，「爾時舎利
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子白佛言。世尊。甚深般若波羅蜜多。lit知:|即是一切智性。善能成辨一切

智智 」と述べ られ，『仏母』 も同 様に「爾時尊者 舎利子白佛 言。 世尊。般
一
若波羅蜜 多出生 一切智 智よ ‥湖 智性即 般若波 羅蜜多 耶」 とする。 こ れに

よればsarvajnatva は一切智性，sarvajnajnana は一切智智と訳されて

いる。いずれにしても，漢訳では最も新しい二つの訳にのみこの箇所が

存在することがわかる。

このように,sarvajna うnana-parinispattir とsarvajnatvam を含む

「地獄品」冒頭箇所に限って言えば，『大般若』「第四会」と『仏は』とチ

ベット語訳以外はサンスクリット本に対応する訳は見いだぜない。しか

も，同し玄奘訳『大般若経』「第三会」と「第五会」でもこの冒頭の箇所

が欠けていることを考えると，この地獄品冒頭筒所はもともと存在しな

かったもので，一一切智の概念の発達に伴って，後代（羅什訳以降）に付加

されたものと考えるべきであろう。

なお，『大般若経』「第三会」は第三のsarva 」nata に対応する語はト 一

切智習」となっているが，「第四会」と「第五会」では「薩婆若」と異な

っている。しかも，「第四会」のsarvajnatva の訳「一切智性」とsarva一jnata

は訳し分けられることが判る。しかし，『大般若経』の一切智性を

含めたsarvajnata の訳語の区別については，別稿に譲ることとする。

in.sarvajfiata ト 切智者|生）の意義と用法

最後に一切智の最も代表的な用語であるsarvajnata （一切作者性）に

ついて，その機能を概説しておく，この用例はAS には百数十例あり，

枚挙にいとまがない。基本的には先のsarvajnatva （一切智者の本性）で

検討した意義と一一致するものが多いが,sarvajnatva と異なり，原則とし

て「ブッダの異名」として用いられることはない。

実際,sarvajnatva がbuddhatva,tathagatatva,svayambhutva など

と並記されたのに対して,sarvajnata の形ではこのような並列する用例

は見られないようである。ただし,AS 第26 章に，目皮ら（暫薩乗によっ

て修行する人々）がこれらのブッダの特性を成就され，一切智者性と相応

した特性を成就され，みずから生ずる者の特性を成就され，［煩悩によっ
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て］阻害されない特性を成就されんことを」(eteμamevabuddha-dhar-manamparipuranayabhavantuetesamevasarvajnata-pratisamyuktanam

dharmanamparipuranayabhavantuetesamevasvayambhu-dharmana 叩paripuranayabhavantuetesamevasamharya-dharmanamparipuranayabha-vantu

）（Wed.,p.829,/ フ。20-22)という例がある。

確かにこれは「一切智者性と相応した諸の特性」（sarvajnata-prati-sarnyuktanarndharmanam

）と述べているので形式は異なるが，内容上はsarvajflatva

と同義と見なされる例外的な並列用法と言えよう。

それでは主な一切智性の用例をあげると, 以下の四つになるだろう。1.

修行階梯(bhumi ）の一つ2.

無上正等覚と同義として3.

法相の一つとして4.

般若波羅蜜の定義と関連して

最初にsarvajnatva と共通する「修行階梯(bhumi ）の一つ」としての

用法を確認してみたい。

1. 修行階梯（bhumi ）の一つとしてのsarvajfiata

この例の一切智者性(sarvajnata) は菩薩が求めるべき階位として，声

聞，独覚の二乗に対して用いられる。そのため，仏乗あるいは菩薩乗と

同じく最高の階位とされる。sarvajnatva の用例と原則は同じであるが，

さらに詳細な教説が説かれている。

a）「未来の時に菩薩乗によって修行する人々のうちである者たちは，

この般若波羅蜜を聞き，般若波羅蜜を得ながらも，般若波羅蜜を

離れ，般若波羅蜜を捨てて，声聞や独覚の階位に相応した諸経典

によって，一切智者性を求めるべきだ，と考えるであろう。 スブ

－ テ ィよ，こ れ もまた，彼 らに とって の魔の 諸行で ある ，と知 る

べ きであるト(bhavisyantyanagate'dhvanyekebodhisattva-yanikahpudgalayaimamprajnaparamitamsrutvaprajnaparamitamlabdhvaprajnaparamitamrincitvaprajnaparamitamutsriya

§ravaka-pratyeka-buddha-bhumi-pratisamyuktaihsutrantaihsarvajnatamparyesitavyam

－150 －



（66 ）

mamsyante/idamapisubhutetesammara-karmavedi ・tavyam ）

（Wed.,p.508,/ フ.11-16）Cf.p.5O7,7.14;p.509,y.27-p,513,/.24.b

） 「 スブ ーテ ィよ，一切智者性はこ れ（般若波羅蜜）に委ね られ， 独覚

の附 位もこ れに 委ねら れ， 声聞 の附位 もこ れに委 ねら れている か

らである」（atrahisubhutesarvajnatasamayuktatrapratyekabuddha-bhumihsamayuktatrasarva-sravaka-bhumihsamayukta

）（Wed.,p.576,w.in-12

）c

） 「［人々が］ 預流 果を取 得せ ず， それ に執著 しない ため に， さらに

一来果 ，不 還果， 阿羅 漢性 とい う果 を取得せ ず，そ れ らに執 著し

ない ため に 独 覚を取 得せず， それ に執著し ない ため に 一切智

てい るの であ る」（srotaapatti-phalasyaparigrahayanabhinive 臨yaevamsakrdagami-phalasyanagami-phalasyarhattva-phalasyaparigra-hayanabhinivesayapratyekabodheraparigrahayanabhinivesayasarva--

jnatayaaparigrahayanabhinivesayaprajnaparamitapratyupasthita)
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(Wed.,p576,/.26-P.577,/.4)

d）「彼は中途で堕落するにいたり，一切智者性に到達することなく，

声聞あるいは独覚の階位にとどまるであろう」（antarevaisavya-dhvanivyavasadamapatsyate'praptaevasarvajnatamsravakatve

pratyekabuddhatvevasthasyatit□(Wed.,585,111 一剛e

）「彼が般若波羅蜜と善巧方便を欠いているとすれば，スブーティよ，

こう知られるのだ。この菩薩は一切智者性という宝の山に到達し

ないで，途中で沈み，堕落するにいたり，大きな自分の利益を奪

われ，大きな他人の利益という宝の集まりをも奪われてしまうで

あろう，と。そして，スブーティよ，菩薩にとって途中で沈むと

はどういうことか。すなわち，声聞の階位，あるいは独覚の階位

に［陥ること］である」（sacaprajnaparamitayopaya-kau §alyenacavirahitobhavati/veditavyametatsubhuteapr

卯taevayarpbo-dhisattvahsarvajnata-ratnakaramantarasarnsatsyativyavasadam

apatsyatemahatahsvarthatparihinobhavisyatimahatascaparartha-

ratna-rasehparihinobhavisyatiyadutasarvajnata-mahartha-rat-
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nakaratparihinatvaditi//kapunahsubhutebodhisattvasyantaravya-

dhvanisamsidanayadutasravaka-bhumirvapratyekabuddha-bhumir

va)(Wed.,p.587,/.2<S-p.588,1.7' ・Cf.p.589,/;.11-13;p.675,//.15-19.f

） 「 ス ブ ー テ ィ よ ， 実 に こ の 無 害 を さ と る こ と に よ っ て ， 般 若 波 羅 蜜

へ の 道 を 追 求 し な が ら ， 縁 起 を 観 察 す る 菩 薩 摩mm は だ れ で 払

声 聞 の 附 位 や 独 覚 の 階 位 に と ど ま る の で は な く ， 一t 刀智 者 性 に と

ど まるであ ろ う］(yohikascitsubhutebodhisattvomahasattvo'nenaksayabhinirharenaprajnaparamitayamcaranpratityasamutpadamvyavalokayatisana

§ravaka-bhumauvapratyekabuddha-bhumauvasthasyatiapitusthasyatisarvajnatayarn)

（Wed.,p.881,i/.ll-lS ）

以上のように，階位としての一切智性は，般若波羅蜜の実践，あるい

は河巧方便によって得られる最高の階位，目的と考えられていることが

わかる。

2. 無上正等覚，涅槃と同義として

以下は一切智性がさとり(bodhi ）,無上にして完全なさとり（anuttara-samyaksambodhi-,

無上正辱覚）,涅槃(nirvana) と同義と見なされている

ものである。

a) 「こ の世 間で ，世尊 よ，如 来，阿羅漢，正 等覚者は般 若波羅蜜 につ

い て学 び，無 上に して完 全なさ とり，一 切智 者性 を獲得 し，完 全

に悟 られたのです. ］（ihaivabhagavanbhagavataprajnaparamitayamsiksamanenatathagatenarhatasamyaksambuddhenanuttarasamyak-sambodhihsarvajnatapratilabdhabhisambuddha

）（Wed.,p.21O,11.2-4 ）b

） （六波羅蜜が 知(jnana ）, さ とり(bodhi), 一 切 智 者性，無上正 等覚

の獲 得 に(anuttara-samyaksambodhi-praptaye) 導 く ので あ る」

（Wed.,p.787,n.l-lS ）c

） 「以上 のような仕 方で，一 切智 者性を学 ぶ菩薩摩詞 薩には， 烈士.正

等正覚に対する 障害はない」(Wed. ，p.816,1/.7-9）d

） 「スブーテ ィよ， もし菩薩摩詞薩が滅尽 （ksaya ）， 不起（anutpada),

不 滅 （anirodha ）, 不 生（ajati), 無 存 在 （abhava ）, 離 脱(viveka ）,
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無愛着（viraga八 虚空（ak臨a）,法界(dharmadhatu) ，涅槃(nir-vana)

について学ぶなら, 一切智者性についても学んでいるのであ

る］（Wed.,p.817,i. 一山

以上のように 一切智性は最高の聖者の智慧，智慧の本質にして，涅

槃のような最終目標としての意義を持つものなのである。また，それはb）

のように六波羅蜜によって導かれるともいわれるのである二

3. 法 相 の一つ として

次 に，「法 相 の 一つ とし て 」 用い ら れ る もの があ る。 こ の 一 切智 性(sarvajnata

）の 意義が確定 すると，その 後は，般 若経の法相 化の流れ に組

み 入れ られるこ とに なる。 そ れは， 例えば 「五 蕊， 六根， 六大， 六波羅

蜜， 三十七菩提 分法，十力， 四無磯智，十 八不共 仏法， 預流果，一 来果，

不 還果，阿羅漢 性，独覚性， 仏性，一切智性 が執著さ れ，執著 されない ，

とい う よう に追求し ない な らば， 彼は般若波 羅蜜へ の道を追 求する」（Wed

・,p.425,/.皿P.426,1 。7）というものである。
この種 の例では，仏教 の善法

の最後が一切 智性(sarvajnata) と 位 置づけ ら れる点が 注目さ れる。 ただ

し ，内容上 は修 行階梯 の一つ として の用法 と同じで ある。 この よう な例

は他 にもあ る。

［こ の世 間で菩 薩摩詞薩 は，レト］力 を思 議せ ず，［四］ 無畏 ，［十

八］不共 仏法，一切智 者性も思議し ない。 そ れはなぜか という と，

シャ ーリ プトラ よ，［十］力 は不可思議であ り，［四］無畏 ，レト八

不共］ 仏 法， 一切智 者性 も不可 思議であ り， すべ ての もの もまた

不可思議であ るか らであ る」（ihasariputrabodhisattvomahasattvobalaninakalpayativaisaradyaninakalpayatibuddha-dharmanapinakalpayatisarvajnatamapinakalpayati//tatkasyahetoh/balanihisariputracintyanivaisaradyanyapyacintyanibuddha-dharmaapyscintyah

〈acintyah ＞sarvajnatapyacintyasarva-dharmaapyacintyah ）(Wed.,p.478,W.12-20

）AS

に こ のような例 は少ないが， 一切 智性 もまた，多 くの善 法と同様に

定着したこ とを示 すものである。
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般若波羅蜜の定義と関連して

一切智者性は原則として般若波羅蜜にもとづ き，さとりの本質と同義

で述べられるのを常とする。以下はその具体例である。a

）「世尊よ，すばらしい。善逝よ，最高にすばらしい。この般若波羅

蜜が菩薩摩訓薩にとって，一一切智者性をもたらし，助けるもので

あるとは」(ascaryambhagavanparamascaryamsugata/yavadiyamprajnaparamitabodhisattvanammahasattvanamsarv

峠latayaaharika'nuparigrahikaceti)

（Wed.,p.185,11.7-9）b

）「一切智者性というものは，これすなわち般若波羅蜜にもとづいて

求められるはずだからである」(Wed.,p.245,//。14-15）c

）「如来，阿羅漢，正等覚者たちの一切智者性という大きな宝は，実

に，この般若波羅蜜の大きな海から生じた ものである」(Wed.,p.246,//

。8-10）d

）「般若波羅蜜は，過去・未来・現在の如来，阿羅漢，正等覚者たち

を生んだ，生みの親たる母であり，一切智者性をもたらすもので

ある」(prajnaparamita'titanagata-pratyutpannanamtathagatanamarhatamsamyaksambuddhanammatajanan!janayitrisarvajnatayaahariketi

）（Wed.,p.870,II.2-4)e)

「諸仏世尊たち，および，これ，すなわち般若波羅蜜から生じたも

のである彼らの一切智者性にも心をそそぐべきである」（buddhabhagavantas

…tesamanvahartavyastesamapiitonirjataivasarvajna-tayadutaprajnaparamitatah

）（Wed.,p.889,//。22-2.3）

このように 『般若経』においては，“一切智者性は般若波羅蜜によっ

てもたらされるもの”なのであり，しかもそれは三Ill;の諸仏世尊に共通

のものなのである。この不離の関係をさらに詳細に述べたものが以下の

第七章「地獄品」の用例である。

本引用は先のsarvajnatva で引用した箇所(p.157-158 以下）に連続す

るもので，シャーリプトラがインドラ神に向かって，般若波羅蜜が五波

羅蜜の導師であることなどを述べる。この場面で般若波羅蜜と一切智者

性の関係が具体的に述べられるのである。D

「カウシカよ，般若波羅蜜と善巧方便に守られた菩薩摩河薩は，善
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行徳目（punya-kriya-vastu）を随喜の心とともに 一切智者性に廻

向して(sarv小atay糾par 叫mayams ∩ 前に述べられた，認識へ

の執著をいだいているかの菩薩たちの，あるいは布施にもとづく

福徳の累積，あるいは持戒，忍辱，精進，禅定にもとづく福徳の

累積のすべてに打ち克つのです。この理由によって，私に［上述

のような］質問が生じたのです。

カウシカよ，実に 一切智者性への道(sarvajnata-marga）に入

るためには，般若波羅蜜こそが［他の］五波羅蜜に先立つ もので

す（purvamgama ）。カウシカよ，例えば生まれつきの盲人は，たと

え百人であれ，千 人であれ，十万人であれ，導き手なしには道を

行くことができず，村や都や町に到ることもできません。

それと同様に，カウシカよ，布施，持戒，忍辱，精進，禅定は

般若波羅蜜［に伴われること］なくしては，波羅蜜（完成）という

名前を得ることはなく，生まれつきの盲人と同じです。導き手が

ないために一切智者性への道(sarvajnata-marga ）にはいることが

できません。まして，一切智者性（sarvajnata)に到達することが，

どうしてできるでしょうか。けれども，カウシカよ，布施，持戒，

忍辱，精進，禅定が般若波羅蜜によって守られている時には，波

羅蜜という名前を得，波羅蜜という言葉で呼ばれるのです。その

時，これらの五つの波羅蜜は，一切智者性への道に入るための，

また一切智者性に到達するための眼を持つにいたるのです。（tada

hyasamcaksuh-pratilambhobhavatipancanamparamitanamsarvajna-

ta-margavatarayasarvajnatanupraptaye) （Wed.,p.383,/ 。5-P.384,I。6)

こ の ように， まず般若波 羅蜜が五波羅蜜 に先 立って なければ ならない。

般 若波羅 蜜は五 波羅 蜜の眼 として， これら の波羅 蜜とい う完 全な実践 を

制 御する。 さ らに， この五波 羅蜜は 菩薩の眼 とな り， 一切智 者性 へ の道

へ と導 く。 菩薩 はこ の道に 入って，一 切智者 性に到 達す るのであ る。 し

たがって 一切智 者性 は， こ の般若波 羅蜜に よっ て 実現 される 究極的 なも

のなのであ る。 さら に， 第三 章の仏塔 崇拝 を説 く箇所で ，世 尊は インド

ラ神 に向 かっ て，この よう に述べ る。g

） 「如 来は この具 体的 存在であ る身体 を得 てい る（atmabhavasarira-
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pratilambha）ということによって丿 日来と名づけられるのではない。

実に，如来は一切皆者性を得ていることによって如来と名づけら

れるのである（sarvajnatayamtupratilabdhayarntathagatastathagataitisamkhyamgacchat

に カウシカよ，この如来，阿羅漢，正等覚者

の一切智者性という ものは，般若波羅蜜から生じたもの(pra-

傾卯aramita-nirjata)である。そして，如来が具体的存在としての

身体を得ているということは，般若波羅蜜の善巧方便として生じ

ている（prajnaparamitopaya-kausalya-nirjata）のであり，一切皆者の

知の拠り所となって（sarvajnajnanasrayabhuta）存在しているので

ある。というのは，この拠り所によって一一切智者の知が顕現 し

（prabhavanabhavati), 仏陀の具体的存在（身体）が顕現し，教えの

具体的存在が顕現し，僧団の具体的存在が顕現するのである。

このように この具体的存在である身体を得ているということ

は，一切智者の知を原因とするものである(sarvajnajnanahetukah）・

［身体は］一切智者の知の拠り所となっているものだから，すべて

の衆生にとって塔廟となり（caityabhuta), 敬礼し，恭敬し，尊重

し，奉仕し，讃歎し，祈願されるべきものとなっている。そして，

このように私か完全に涅槃 に入 ったときには，これ らの 身体

（sarira）の供養がなされるであろう」（Wed.,p.210,LlO-p.211,

ノ。22)

この言明によれば，如来の崇拝の根幹は「一切智者性」である。 仏陀

は般若波羅蜜を実践することによって「一切智者性」を得た，すなわち

ブッダとなったのである二 したがって，真の意味で供養されるべきは，

ブッダをブッダたらしめた般若波羅蜜，あるいはそれから生じたもので

ある一切智者性に他ならない。引肝文ではこれを「 一切智軒の知」(sar-vajna-jnana

）と言い換え，「如来たちの身体は一切智者の知の拠り所とな

っている」(tathagatasariranisarvajna丿nanasrayabhutani）のであり，一切

智者の知を原因とするもの（sarvajna-hetuka）とする。

一方，身体はその智慧が依拠する具体的な存在であり，仏・法・僧の

三宝そのものが具体的に現われるところである。この意味で身体は一切

智と衆生の媒介となる存在ともいえよう丿 衆生は現に対峙するブッダの
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姿や声などの身体性を通して一切智者性に触れたのであり，一切智者性

はブ ッダの身体性をまって，初めて歴史的存在性を得ることができたの

である。h)

「一切智者性は般若波羅蜜に遍満されているし，如来の遺骨の供養

は一切智者性から生ずるのです」（Wed.,p.278,n.U-19)i

）「このようにして，善男子にしても，善女人にしても，この般若波

羅蜜を書き記し，書物の形にして安置するとしよう。［中略］この

人こそ，かの二種の善男子・善女人のうちで，より多くの福徳を

得るであろう。それはなぜかというと，その善男子 ・善女人は，

一切智者の知を供養したことになるからである。［中略］般若波羅

蜜を実践する者は，一切智者の知を供養したことになるであろう

からである」

こうしてみると，諸仏が一切智者（sarvajna,sarvajna）であることは当

然である。なぜなら，諸仏は一切智者性(sarvajnata ）を得ているために

ブッダと4^1付けられているからである。 また，一切糾者性とは一一切智者

の本質であり，それは一切智者の知(sarvajna-jnana）に他ならない。一切

智者性は般若波羅蜜という智慧によって生み出されたのであるから，一

切智者の知ともいわれるのである。したがって，般若波羅蜜は一切智者

性であるとも言うのである二 ただしその逆は有り得ない。

般若波羅蜜は菩薩を一一切智者性へと導く基礎でありよ一切智者性の道

に向かう原因である。逆に，諸仏の一切智性は，般若波羅蜜によって生

ずる結果である。このように般若波羅蜜は原囚，一切智者性 は結果であ

り，目的なのであるブ

むすび

「般若経」以前より一切智者「sarvajna川ま仏陀の異名であり，その本

質，本性であるsarvajnatva,sarvajnata は，一切仰者の智慧そのものと

考えられた。したがって，本経ではそれをsarvajna丿nanaとも言うように

なった。

既に見たように，一切智者はブッダと同じく理想的存在であったが，
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特にr 般若経』では，その理想の境地は般若波羅蜜によってもたらされ

ると教える。そしてその大乗的な境地 を，「無上 なる完全 なさとり」(anuttarasamyaksambodhi),

あるいは「一切智者性」「sarvajnata）と呼ん

でいるのである。それではその一切智者の本性へ至るにはどうしたらよ

いのであろうか。またそれが本当に可能なのであろうか。

この疑問に対して，『八千頌般若』第一章に述べられる一切智者性のは

たらきを，経中から引用しておこう。この箇所は，伝統的な仏教を代表

するシャーリプトラ長老に対する，スブーティ長老（般若経側）の教説と

いう設定であり，その意味でも般若経の一切智者性への道筋を示したも

のといってよい。

「五菰は五菰としての自性(svabhava) を捨て（virahitani),般若波

羅蜜も般若波羅蜜としての自性を捨てご 一切智者性も一一切智者性

としての自性を捨てている。［中略］般若波羅蜜は般若波羅蜜とし

ての特徴（laksana）を捨て，特徴は特徴の出生(laksana-svabhava）

を捨て，特徴づけられるものは特徴づけられるものの自性（laksya-svabhava

）を捨て，自性は自性の特徴を捨てているのです。［中略］

このように学ぼうとする菩薩摩詞薩は，一切智計性に向かってで

てゆくでしょう。それはなぜかというと，長老シャーリプトラよ，

すべてのものは生じたものでもなく（ajata), 生じないものでもな

いのです（anirjata几 菩薩摩訓薩がそのように追求するとき，一切

智者性は彼の近くに来るのです。一切智者性が近づくにつれて，

衆生を成熟 させるため，心身，外見，仏国土の浄化が近づき，仏

陀だちとめぐり会うことにもなるのです。長老シャーリプトラよ，

このように般若波羅蜜を追求している菩薩摩討薩は，一切智者性

に近づくのです」（Wed.,p.54,/ 。13-P.56,123）

以上のように，『般若経』は，一切智者性を得ることが，般若波羅蜜に

よってのみ可能であることを説く経典であるとも言えよう。一切智者性

は常に般若波羅蜜にもとづく。この構造から一切智者へ至る道はよく見

通せる。その意味では単純な教説なのである。

しかし，それではどのように実践するかというと，これはまさに難行

である。経によれば，本性に関わるような計らいをすべて捨て去れとい
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う。つまり，捨て去っている(virahita) という空の立場で生活し，智慧

の実践を行なっている菩薩のみが，一切智者性に向かっているのである。

繰り返す実践によって，やがてこの知が確実なものになり，自分に近づ

くにつれて，衆生を成熟させるために，自己の心身が浄化され，仏国土

が浄化され，諸仏の世μに入る。したがって，般若波羅蜜の実践は，間

違いなく一切利者への道なのであるという。これが経による回答である。

(1) この ことは，例えば インドの伝統的なヴェーダーンタのテクストである，

『シャンカラ註ブラフマ・スートラ』にも見ることができる。Cf.Brahma-sutra-Saiikara

一B力おya ，Anandasrama-Samskrta-Granthavalih,Granthaiikah21,Srimad-Dvaipayana-pranita-Brahasutr

卸i,Anandagiri-krta

一tika-sarnvalita-Saiikara一bbasya-sametani.dvitiyeyamankanavrttih.Salivahana-Sakabdah1822

＝Khristabdah1900 ，p.513.KumarilaBhatta's

必okavarttika,edited&revisedbySvamiDvarikadasaSastri,Pracya-bharatiSeries-10:TaraPublications,Varanasi,1978

，p.2.111b,112a,117a,13r)betc.

（2）r般若経』におけるさとりの智の展開について,iii 近, 筆 抒は「悟りへの‥

瞬の智慧」（『仏教の修行法 阿部慈園匝士追悼論集』轟秋社,2 ㈲3 山pp.153-175

）を公刊したのでこれを参照されたい。

（3）R.Keira&N.Uedaed.,SanskritWord-Inde χtotheAbhisamay-a/a

リkaralokaPrajn 印aramitavyakhya(U.Wogiharaedition),SankiboPress:Tokyo,1998

，p.1152 に よれば，sarvajna-jnana 印 をsarvajna-jnanam

と別項にしてW 本のp.799,; 。8,p.989,/。25の二例を指示してい

るが，これはsarvajna-jnanam の誤りである。

（4)W 本で言tうと,sarvajnana はp.780,/ 。22が唯 一の例である。これに対応

するTib. 語訳はPed. ，no.734，vol.21，Mi230bT に相当する。

（5）Ved.,p.194,/.26 を参照。本書の脚註にはW 本がsarvajnana 郡 であるこ

とが指摘されている。(6

）なお,R.Keira&N.Uedaed.,SanskritWord-IndextotheAbhisamay-ala

伊kara/okaPrajnaparamitavyakbya （TheSankiboPress:Tokyo,1998.,p.1152)

に よれば，これらの他にsarvajnata をsarvajnata と別項にして
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W 本のp.612,1.10 を指示しているが，これはsarvajnata の誤りである。

（7)kathamcasubhutecintya-krtyeneyarnprajnaparamitapratyupasthita/acintyamhisubhutetathagatatvambuddhatva

叩svayambhutvamsarva 。一jnatvam//evamhisubhute'cintya-krtyeneyarnprajnaparamitapraty-upasthita//nahidamsakyamcittenacintayitum//tatkasyahetoh/nahicittamvacetanavacaitasikovatradharmahpravartate//kathamcasubhute'tulya-krtyeneyamprajnaparamitapratyupasthita/nasakyarnsubhutetathagatatvambuddhatvamsvayambhutvanisarva

一jfiatvarncintayitumvatulayitumva

／／evamhisubhute'tulya-krtyeneyamprajnaparamitapratyupasthita//kathamcasubhute'prameya-krtyeneyamprajnaparamitapratyupasthita/aprameyamhisubhutetathagatatvambuddhatvarnsvayambhutvamsarvajnatvam//evamhisubhute'prameya-krtyeneyamprajnaparamitapratyupasthita//kathamcasubhute'samkhyeya-krtyeneyamprajnaparamitapraty-upasthita/asamkhyeyamhisubhutetathagatatvam

（278)buddhatvamsvayambhutvamsarvajnatvam//evamhisubhuteasamkhyeya-

krtyeneyamprajnaparamitapratyupasthita//kathamcasubhute

'samasama-krtyeneya 叩prajnaparamitapratyupasthita/nastisubhutetathagatasyarhatahsamyaksambuddhasyasvayambhuvahsarvajnasyasamahkutahpunaruttarah//(Wed

・，p.57O,ILl-27)(a

）r 道行』の1),2) 対応箇所は「須菩提白他言。極大究竟般若波羅蜜。不付計

究竟。不可量究竟。無有興等者究竟。無有漫究竟。佛言。極人究竟般若波

羅蜜。不可計究竟。不可量究竟。無有輿等者究竟。無有漫究竟。安隠般若

波羅蜜。不可計究竟。世薩阿南・無師・薩芸若。是故般若波羅蜜不可計究

竟。［中略］何等般若波羅蜜無有漫究竟。無有漫但薩阿蝸無印薩芸若。是故

般=片波羅蜜無有逼究竟。須菩提r] 佛言云何但薩阿端無師薩芸若不日丁計不可

量無逡。」（大正8,450cl4 ，16,21,23) である。:爪4 ）対応簡所(4G2b) に，

この語句はない。

㈲ 「善業白俳言。極人究竟明度無極。無量無典等者。佛乱 然如来・川lliJ■-
－

如来無師一切知無量無遇」（大正No.225,492bll ，131 とする。3), 引 は対
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応しない。r 道行』『人明度』の「無師」はanacarya(-ka) であ る可能性も

ないわけではない。 例えば.r 法 華経』の例に よれば,aparepunahsattvahsarvajfia-jnanambuddhajnanamsvayambhujnanamanacaryakamjnanamakaiiksamanah(H.KernandB.Nanjoed,,Saddharmap

叩dar・ika-sutra,BibliothecaBuddhica10,Osnabruck1908-1912

，p.81,7.1）とあり，

自然智と無師智を区分する。羅什の漢訳でも「若有衆生…求一切智仏智自

然智無師智（『妙法蓮華経』大正9,13b25 ）となっている。

㈲ 『小品』は1),2 ）は「須菩提。云何般若波羅蜜為大事故出。為不可思議事不

可栴事。不|I量 事嘸 等等事故出。須菩提。如来法・佛法・自然法。一切智

大法。廣大不可思議不可等量。是故須菩提。般若波羅蜜為大事不可思議事
一
故出。云何般若波羅蜜為不可梢事不可量事故出。須菩提。如来法佛法自然

法一切智人法不可稀不可量。是故須菩提。般若波羅蜜為不可稀不可量事故

出。云何般若波羅蜜為無等等事故出。須菩提。一切無典如来等者。何況有

勝。是故須菩提。般若波羅蜜為無等等事故出。世尊。但如来法佛法自然法-

一切智人法不可思議不可稀不可量。］(559al8-bl) となっている。しかし，3

）,4）相当部分は欠けている。(11)

『仏け』は1),2 ）に相当する箇所は「須菩提。云何為不可梢事故山。所謂如

来法・佛法・自然智法・一切智法。如是諦法非心所柄。是故般若波羅蜜多

為不i」丁栢事・故出。須菩提。云何為不可量事故出。所謂如来法佛法自然智法

一切智法。如是諸法出過諸量無有限量是故般若波羅蜜多為不可量事故出。

［中略］復次須菩提白佛言。世尊= 若如来法佛法自然智法一切智法。如是諸

法不可思議不可稀不可量不可敷無等等者。］(632b21,25,28,c3,7,ll) とあ

り，3),4 ）に相当する箇所は，「能人佛性・人如来性・自然智性 ‥ 一切智性。」

-

139 －

（654c22,655al5 ） とする。その他，「遠離佛無上智・自然智・一切智・一

切智智。乃至遠離阿将多羅三貌三菩提。」(652a,b,c) と一一切智と一切智智
一

を並記する場合もある。(12)

大正7,No.220,607b7o 以下 同様の例が「不可思議等品」第十六(607b-608b)

と「讐喩品」第十七の冒頭(608c-609a ） に頻出する。

㈲ ただし，この例には「一切智性」の代わりに「 ・切智法」とする場合もあ

る。「謂諸如来座正等見所有佛性如来性自然見性一切智性。皆不可思議不可

稀量無敷量無等等。」(818al6) ，同 様の用法(818a20,24,840c3 ）,「以諸佛
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性及如来性白然説性一切智性皆不叶勝。」（840c3). 「一 切如来座正等覚所有

佛法如来法自然説法一切智法。」(818bl7,818bl7 ）。

㈲ 「如来鷹正等価。所有佛性。如来性。自然見性。一切智性。皆不可思議。不

-

138 －

可栢量。年吸量。無等等。］(895b27,895c2,895cG) 。「如来庖正等受。所

有佛法。如来法。自然畳法。一一切智法。亦不可思議。不可栢量。」（895c28,

896a9)。(K)AS,Wed.

の「これらの階位を学ぶものは」(yaasubhumisusiksate ）を，AS,Ved.

（p.21,1.27 ）では「これらの階位を学ばないものは」（yonasubhumisusiksate)

とする。(16)

大正8,No.224,430b5-8 ．

㈲ 大正8,No.225,48.3a25-27o

（18)大正8，No.226,513al-3o

（19)大正8,No.227,541a7-10.(30)AAA,Wed.p.167,

ノ。4-6． ここで述べられる煩悩の断滅についての記述は，

後述する「地獄品」のsarvajnatva とsarvajfiata との 用法を想起させる。

それによれば，「般若波羅蜜はまさに一切智者性であり，般若波羅蜜はすべ

ての煩悩と所知という障害の習気（習慣）との結合を断っていることによ

って，すべてのものを生じさせないものである」（AS,Wed.,p.380,/1.1-4 ）

とある。この二つの煩悩の習気を断滅するという般若波羅蜜の教説こそ，

ここで引用された一切智の機能と一一致することをあらかじめ指摘しておき

たい。(21)athakhalvayusmansariputrobhagavantametadavocat/sarvajna-jnana-parinispattirbhagavanprajnaparamita/sarvajnatvambhagavan-

prajnaparamita/.

bhagavanaha/evametacchariputraivametadyathavadasi//

sariputraaha/avabhasakanbhagavanprajnaparamita/namaskaro-

mibhagavanprajnaparamitayai ／namaskaraniyabhagavanpra-jnaparamita/anupaliptabhagavanprajnaparamita/sarva-loka-nir-upalepabhagavanprajnaparamita/alokakaribhagavanprajnaparamita/sarva-traidhatuka-vitimirakaribhagavanprajnaparamita/sarva-klesa-drsty-andhakarapanetribhagavanprajfia

皿ramita/asrayaniyabhaga-
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vanprajna 皿ramita/agrakaribhagavanprajnaparamita/bodhi-paksa 一namdharmanamksemakaribhagavanprajnaparamita/andhanam-sattvanamalokakaribhagavanprajnaparamita/sarva-bhayopadrava-prahinalokakaribhagavanprajna-paramita/panca-caksuh-parigrahamkrtvasarva-sattvanammarga-darsayitribhagavanprajnaparamita/carksurbhagavanprajnaparamita/moha-tamas-timira-vikarinitimira-vikarinibhagavanprajfiaparamita/sarva-dharmanamakaranibhaga-van(171

）prajnaparamita/utpatha-prayatanamsattvanammarga
－

－一一一一－一一－－一一一一一一一一一－－一一一一一一一一一一一一一一一一－－vataranibhagavan

（p.380 ）prajnaparamitasarva-jnataivabhagavan
－一一－----- －一一－一一-一一一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一一－一一－

prajnaparamita/sarva-klesa

anirodhikabhagavansarva-dharmana!prajnaparamita/anutpan-

naniruddhabhagavanprajnaparamita/sva-laksana 一乱nyatamupadayamatsbhagavanbodhisattvanammahasattvanamprajnaparamita/sarva-buddha-dharma-ratna-datritvaddasa-balakaribhagavanpra-

●二←w ●㎜ ”－ ●〃－ － ●㎜ ・/jnaparamita/anavamardaniyabhagavanprajfiaparamita/catur-vais-aradyakaritvadanathanamsattvanamnathakaribhagavanpra-jnaparamita/samsara-pratipaksabhagavanprajnaparamita/aku-tasthatarnupadayasarva-dharma-svabhava-vidarsanibhagavanpra-jnaparamita/paripurna-tri-parivartadvadasakara-dharma-cakra-pravar-tanibhagavanbuddhanarnbhagavatamprajnaparamita/(AS,Wed.,pp.379-380)

（諧）Ded.No.12,Ka96a-97a,Ped.,No.734,Vol.21,Mi103a3-104a4.

⑤ こ の 箇 所 はr 道 行 』 と 『紗 経 』 は ほ ぼ 全 同 で あ る 。r 道 行j の 巻 第 三 と 診 経

の 巻 第 三 は 基 本 的 に 共 通 で あ る 。

腫 「 諸 仏 世 尊 の 一 切 智 者 性 乱 六 波 羅 蜜 か ら生 じ た」 とい う 教 説 は 他 に も あ る 。Cf.Wed.,p.786,11

ル18.(a)

般 若 波 羅 蜜 が 他 の 五 波 羅 蜜 に 先 立 つ も の で あ り ， 布 施 等 の 六 つ ［の 実 践 ］

が ， 一 切 智 者 性 の ほ う へ 廻 向 さ れ て ， 波 羅 蜜 と い う 名 前 を 得 る の で あ る ，

と い う こ と に つ い て は ， 第 三 章 「 無 量 の 功 徳 を 持 つ 塔 へ の 恭 敬 」

（aprameyagunadharana-stupa-satkara-p. ） で も 「般 若 波 羅 蜜 に よ っ て一 切
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(79)

智 者 性に廻向された多くの=傍机が波羅蜜という名・前を得るにいたる」

（Wed.,p.247,;.3-p.248,/ 。1)云々と述べられる。

（26) ‥-切智名叩|ミを得ることで仏陀となる，という表現については，wed.,pp.84-85;pp.210-211

を参照されたい。

（27)般 若波羅蜜が一切智者性であるという記述もある。この表現については，Wed

・,p.379,I。5;p.380,;.l;p.822,//。15-16を参照されたい。R

ただし，次のような表現がある。「カウシカよ，般若波羅蜜に帰命する人は，

一切智者の知に帰命するのである。それはなぜかというと，カウシカよ，

諸仏世尊の一一切智者i は，この［般若波羅蜜］から生じたのであり，逆に，

般若波糾蜜は一切智者の知から生じたものである，と明らかにされるから

である」（sarvajna-jnanasyasakausikanamaskaramkarotiyahpraj--

kau§ikabuddhanambhagavatamsarvainatasarvajna-jnana-nirjataca

punahprajnaparamitaprabhavyate/) （Wed.,p.463,//.5-11) この 例文で

は，般柚 皮羅蜜が＜一切智者の知＞から生じたものと「明らかにされる」

(Caus.Pass.3sg.)(prabhavyate ＜pra√bhu ） と敢えて強調して述べて

いる。しかし，ここでも般若波羅蜜を生んだのは一切智性ではなくに 一切

智嗇の知であることに注意すべきである。

＜|略号＞AS

：AstasahashkaPrajnaparamita
・V

：p.L.Vaidyaed.,AstasahasrikaPrajh 印aramitawithHaribhadra'sCommentaryCalledAloka,BuddhistSanskritTextsSeries,NoA,Dar-bhanga,1960.W:U.Wogihara,Abhisamaya/a

印karalokaPrajnaparamitavyak 力yS，TheWorkofHarib

力adra,SankiboBusshorinPublishingCo. ，Ltd.:Tokyo,1973

（1stPub.,TheToyoBunko:Tokyo ，1932）.

〈キーワード〉般若経，智慧, 一 切糾，般若波羅蜜，仏陀の異ヤ，
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